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資料１ 

１ 書面協議の概要                                                               

 ■ 期間  

令和６年３月 21 日（木）～４月２日（火） 

 

 ■ 報告・協議事項  

（１）報告事項 

子どもへのアンケート実施結果について 

       （２）協議事項 

          ① 第六次宮崎市総合計画における基本構想（素案）について 

          ② 第六次宮崎市総合計画における基本計画（骨子案）について 

       （３）その他 

          今後のスケジュールについて 

 

  ■ 結果 

       全 14 名中、６名が「意見あり」と回答 

 

 

 

 

 

 

  

意見区分 意見あり 意見なし 

基本構想（素案）について ５名（15 件） ９名 

基本計画（骨子案）について ５名（６件） ９名 

その他について - 14 名 
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資料１ 

２ 意見                                                                 

    （１）基本構想（素案）に関する意見（15 件） 

       ・ 全体に関するご意見（２件） 

       ・ 「第１章 将来の展望」に関する意見（２件） 

       ・ 「第２章 将来の都市像と目指すまちの姿」に関する意見（８件） 

       ・ 「第３章 行財政運営の基本的な方向性」に関する意見（３件） 

 

    （２）基本計画（骨子案）に関する意見（６件） 

       ・ 「第１章 計画体系と横断的な視点」に関する意見（５件） 

       ・ KPI に関するご意見（１件）     
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資料１ 

該当箇所 意見 

基本構想 （全体に関するご意見） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【意見】 

・ 全体的にコンパクトにまとめられており、文章もわかりやすく、市民にも

伝わりやすい構想案になっていると思います。（勢一委員・西南学院大学法

学部教授） 

 

・ 第六次宮崎市総合計画における基本構想（素案）に使われている「目指す」

という言葉は間違いではないですが、「目を指でさす」とイメージ的にどう

なのかと思います。介護・福祉関係などの文書ではひらがなの「めざす」を

使用していると思いますので、もう一度ご検討をお願いします。（吉岡委員・

日本労働組合総連合会宮崎県連合会会長） 
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資料１ 

該当箇所 意見 

基本構想 将来の展望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【意見】 

・ 合併前の人口を示す場合には、比較として合併市町村の合計にする必要が

あるのではないでしょうか。また、人口推計のグラフは、一見すると緩やか

な減少傾向に見え、危機感が伝わりにくい印象です。例えば、高齢化率のグ

ラフを重ねるなど、次頁以降の内容とつなげる工夫ができるといいと感じま

した。（勢一委員・西南学院大学法学部教授） 
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資料１ 

該当箇所 意見 

基本構想 将来の展望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【意見】 

・ 人口減少の抑制は難しいと考える。今後の将来を見据えた人口減少に柔

軟に対応するための、体制や仕組みの構築が分野ごとに設定が必要（長友委

員・公募） 
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資料１ 

該当箇所 意見 

基本構想 目指す姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【意見】 

・ 「ひとの姿」について、私は、生目台で開催されている寺子屋事業や子ど

も食堂へ足を運ぶ機会がありました。そこでは、家庭の経済事情などによっ

て塾に行けない子どもを見ました。子ども食堂に関しては、現状として企業

の食料支援で成り立っており、利益が少なく持続しづらいことが分かりまし

た。また、どちらも市民のボランティアで運営が行われています。行政が公

助していくべきだと考えます。開設などの手続きの簡素化や運営費用など日

常的に支援していく必要があると思います。このような支援が誰一人取り残

さない社会の実現につながっていくと考えます。（山北委員・公募） 

 

・ すべてに課題背景、方向性に対する具体例や対策などは記載しないのか。

（黒木委員・公募） 
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資料１ 

該当箇所 意見 

基本構想 目指す姿１（経済の姿） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【意見】 

・ 「企業・人材から選ばれる宮崎市」について、現在宮崎市では、まちなか

投資倍増プロジェクトで規制緩和による民間開発の促進を進めています。  

そこにゲームなどのクリエイティブ産業を誘致すべきだと考えます。若者

が魅力・関心を持つ産業を導入できるだけではなく、街の魅力を創出できる

と思います。（山北委員・公募） 

 

・ 自治体や、まちづくりへの意識が希薄になり、市政に興味が薄まりつつあ

る時代背景がある。それには、一人一人に市政の影響が少なく、我ごとのよ

うに感じる機会が少ないと考える。市の事業を細かく分散し、民間へ委託す

ることにより、地元に根ざした企業や、スタートアップ企業などの収益や実

績として見込まれ、市民一人一人にきめ細かなサービスの提供が可能ではな

いか。それにより、税収の増加や、市への信頼が生まれ、まちづくりに対す

る市民の意識が変化し、自治体への参加、まちづくり、防災など様々な良い

影響が見込まれる。（長友委員・公募） 

 

 

 

  



令和５年度 第３回 宮崎市総合計画審議会 書面協議 結果 

令和６年５月総合政策部企画政策課 

8 / 21 

 

資料１ 

該当箇所 意見 

基本構想 目指す姿２（ひとの姿） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【意見】 

・ 宮崎市の課題・背景を記述する部分ですが、「一方、世界における日本のジ

ェンダーギャップ指数は低い状況です。」は、日本の課題であり、宮崎市の現

状に改める必要があるのではないでしょうか。（勢一委員・西南学院大学法

学部教授） 

 

・ 医療福祉の課題は、現代においても多様化しており、各医療機関や福祉施

設などの各サービスにおいて質の格差及び温度差が見られる。これは、様々

な要因が考えられるが、提案として積極的な自費サービスの導入をすること

で質の安定化、各課題の低減や解決に期待ができる。市独自に自費サービス

の導入や、予算を推進することで医療福祉の人員不足、質の安定、取りこぼ

しのない形を実現できると考える。（長友委員・公募） 
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資料１ 

該当箇所 意見 

基本構想 目指す姿３（未来の姿） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【意見】 

・ 「防災体制の構築」について、基本構想の記載に加えて、自衛隊をはじめ、

警察や消防等様々な支援機関と大規模災害を想定した共同訓練を行うべき

だと思います。訓練を行うことで、災害が発生した際に迅速に対応すること

ができ、市民の安全を守ることにつながると考えます。（山北委員・公募） 
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資料１ 

該当箇所 意見 

基本構想 目指す姿３（未来の姿） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【意見】 

・ 「学びの充実と多様な子どもに対応した教育施策の推進」について、記載

されてあることに加えて、多様な価値を前提とした教育の機会、選択肢を保

障することが必要だと考えます。価値の多様化が重要視される時代であるた

め上記の取り組みが求められると考えます。（山北委員・公募） 
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資料１ 

該当箇所 意見 

基本構想 に関する意見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【意見】 

・ 基本計画に合わせて、組織体制や公民連携に関してデジタル化や DX を加

えてもいいように思います。（勢一委員・西南学院大学法学部教授） 

 

・ 「行財政運営の基本的な方向性」について、持続可能で開かれた行財政運

営を行っていくためには、各部署における事業の見直しが最優先事項だと考

えます。住民に必要不可欠な仕事のみを行うことでスリム化を図り、必要な

仕事に適正な人員配置することが求められると思います。（山北委員・公募） 

 

・ 多角的視点による歳入確保の（２）の自主財源の確保はすごく良いと思い

ます。国や住民に頼るのではなく宮崎市を会社とみたて、自ら収入を増やす

という感覚は新しいです。ふるさと納税はもちろんのこと、企業からの投資

であったり、手数料の見直し、きっとまだまだ他県他市がしていないことを

取り入れていくべきだと思います。（黒木委員・公募） 

 

 

  



令和５年度 第３回 宮崎市総合計画審議会 書面協議 結果 

令和６年５月総合政策部企画政策課 

12 / 21 

 

資料１ 

該当箇所 意見 

基本計画 横断的な視点に関する意見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【意見】 

・ 内容としては問題ないと思いますが、「視点２ デジタル化・DX の推進」

の表現が気になりました。デジタル化の定義がアナログをデジタルへ置き

換えるという基本的な取り組みであり、DX との併記には違和感を感じま

した。「デジタル技術を活用した DX の推進」または「デジタル技術の活用

および DX の推進」でしょうか。基本計画に関してはこれからさらに詳細

を詰められるかと思いますので、その時にでも横断的な視点としてしっか

り横串を刺した形となっているかをご確認くださればと思います。（淡野

会長・国立大学法人宮崎大学副学長） 

 

・ 視点３の「財政基盤の堅持」に書かれている「稼ぐ市役所」とあるが、

行政機関は、利益を上げることを目的にしている民間企業と違い、公正・

公平・平等の原則に基づき、住民サービスを提供する機関です。財源確保

は大変重要とは認識するものの、「稼ぐ」という言葉に違和感を覚えます。

（吉岡委員・日本労働組合総連合会宮崎県連合会会長） 
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資料１ 

該当箇所 意見 

基本計画 横断的な視点に関する意見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【意見】 

・ 「稼ぐ市役所」について、これからは「稼ぐ市役所」ではなく、「稼ぐ宮崎

市」を目指していくべきだと思います。税収減によって自治体が代わりの収

入を稼ぐことは短期的で持続性がないと考えます。したがって、税収を増や

す取り組み、すなわち産業振興や雇用創出などの経済政策を強化することが

必要だと思います。大切だと思うのは、民間事業者が経営環境、時代の変化

をどの様に捉えて、何に挑戦し、壁になっているのは何かを聞き、共に考え

ていくことだと感じます。共に考えていくなかで、民間事業者が日々行って

いる「稼ぐ」ということを公共的な立場から、どのように支援するかを考え、

実践することが稼ぐ宮崎市を作っていくことにつながると考えます。それ以

外でも、どの様にしたら働きやすい環境を作ることができるか、子どもが地

元で働くことを選択してもらえるかを考えていくべきだと思います。これら

の取り組みが税収対策につながっていくと思います。以上の観点から「稼ぐ

宮崎市」を目指していくべきだと思います。（山北委員・公募） 

 

・ SDGs と世間では言われているが、おそらくいまいち理解ができておらず、

生活に取り入れている市民は少ないのではないか。SDGs の各項目が市民一

人一人に対する落とし込みとしてどのような影響があるのかを記載した方

がわかりやすい。（長友委員・公募） 

 

・ 市民に対し期待でき、実現できる具体的な内容やそれによる影響を記載す

ることで、わかりやすく、希望が持てるのではないか。（長友委員・公募） 
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資料１ 

 

該当箇所 意見 

基本計画 KPI に関する意見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【意見】 

・ 今後の検討にあたり、KPI については、関連する個別計画と共通の指標

を採用するなど、効果的・効率的なフォローアップが可能な体制を目指し

ていただきたいと思います。（勢一委員・西南学院大学法学部教授） 
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資料１ 

■ 参考（委員別） 

委員名（団体名） 淡野会長（国立大学法人宮崎大学・副学長） 

意見・要望 基本計画に関するご意見 

・ 内容としては問題ないと思いますが、「視点２ デジタル化・DX の推進」の表現が気になりました。デジタル化の定義がアナログを

デジタルへ置き換えるという基本的な取り組みであり、DX との併記には違和感を感じました。「デジタル技術を活用した DX の推進」

または「デジタル技術の活用および DX の推進」でしょうか。 

基本計画に関してはこれからさらに詳細を詰められるかと思いますので、その時にでも横断的な視点としてしっかり横串を刺した

形となっているかをご確認くださればと思います。 
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資料１ 

委員名（団体名） 勢一委員（西南学院大学・法学部教授） 

意見・要望 基本構想に関するご意見 

・ 全体的にコンパクトにまとめられており、文章もわかりやすく，市民にも伝わりやすい構想案になっていると思います。 

・ 資料５（５頁）合併前の人口を示す場合には、比較として合併市町村の合計にする必要があるのではないでしょうか。また、人口推

計のグラフは、一見すると緩やかな減少傾向に見え、危機感が伝わりにくい印象です。例えば、高齢化率のグラフを重ねるなど、次頁

以降の内容とつなげる工夫ができるといいと感じました。 

・ 資料５（13 頁）は、宮崎市の課題・背景を記述する部分ですが、(１)「一方、世界における日本のジェンダーギャップ指数は低い状

況です。」は、日本の課題であり、宮崎市の現状に改める必要があるのではないでしょうか。 

・ 資料５（16 頁）文章の途中にブランクが入っている箇所があります。 

・ 資料５（20 頁）基本計画に合わせて、組織体制や公民連携に関してデジタル化や DX を加えてもいいように思います。 

 

基本計画に関するご意見 

・ 今後の検討にあたり、KPI については、関連する個別計画と共通の指標を採用するなど、効果的・効率的なフォローアップが可能な

体制を目指していただきたいと思います。 
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資料１ 

委員名（団体名） 吉岡委員（日本労働組合総連合会宮崎県連合会・会長） 

意見・要望 基本構想に関するご意見 

・ 第六次宮崎市総合計画における基本構想（素案）に使われている「目指す」という言葉は間違いではないですが、「目を指でさす」

とイメージ的にどうなのかと思います。介護・福祉関係などの文書ではひらがなの「めざす」を使用していると思いますので、もう一

度ご検討をお願いします。 

 

基本計画に関するご意見 

・ 第六次宮崎市総合計画における基本計画（骨子案）P４の２横断的な視点の視点３財政基盤の堅持に書かれている「稼ぐ市役所」と

あるが、行政機関は、利益を上げることを目的にしている民間企業と違い、公正・公平・平等の原則に基づき、住民サービスを提供す

る機関です。財源確保は大変重要とは認識するものの、「稼ぐ」という言葉に違和感を覚えます。 
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資料１ 

委員名（団体名） 山北委員（公募） 

意見・要望 基本構想に関するご意見 

・ 資料 5 基本構想（素案）p.10 に記載されてある目指すべき姿 2 ひとの姿に関する意見を申し上げます。私は、生目台で開催されて

いる寺子屋事業や子ども食堂へ足を運ぶ機会がありました。そこでは、家庭の経済事情などによって塾に行けない子どもを見ました。

子ども食堂に関しては、現状として企業の食料支援で成り立っており、利益が少なく持続しづらいことが分かりました。また、どちら

も市民のボランティアで運営が行われています。行政が公助していくべきだと考えます。開設などの手続きの簡素化や運営費用など日

常的に支援していく必要があると思います。このような支援が誰一人取り残さない社会の実現につながっていくと考えます。 

 

・ 資料 5 基本構想（素案）p.12 に記載されてある（33）企業・人材から選ばれる宮崎市に関する意見を申し上げます。現在宮崎市で

は、まちなか投資倍増プロジェクトで規制緩和による民間開発の促進を進めています。そこにゲームなどのクリエイティブ産業を誘致

すべきだと考えます。若者が魅力・関心を持つ産業を導入できるだけではなく、街の魅力を創出できると思います。 

 

・ 資料 5 基本構想（素案）p.17 に記載されてある防災体制の構築に対する意見を申し上げます。基本構想の記載に加えて、自衛隊を

はじめ、警察や消防等様々な支援機関と大規模災害を想定した共同訓練を行うべきだと思います。訓練を行うことで、災害が発生した

際に迅速に対応することができ、市民の安全を守ることにつながると考えます。 

 

・ 資料 5 基本構想（素案）p.16 に記載されてある学びの充実と多様な子どもに対応した教育施策の推進に対する意見を申し上げま

す。記載されてあることに加えて、多様な価値を前提とした教育の機会、選択肢を保障することが必要だと考えます。価値の多様化が

重要視される時代であるため上記の取り組みが求められると考えます。 

 

・ 資料 5 基本構想（素案）p.20 に記載されてある行財政運営の基本的な方向性に関する意見を申し上げます。持続可能で開かれた行

財政運営を行っていくためには、各部署における事業の見直しが最優先事項だと考えます。住民に必要不可欠な仕事のみを行うことで

スリム化を図り、必要な仕事に適正な人員配置することが求められると思います。 
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資料１ 

委員名（団体名） 山北委員（公募） 続き 

意見・要望 基本計画に関するご意見 

・ 資料 6 基本計画（骨子案）p.4 に記載されてある「稼ぐ市役所」について意見を申し上げます。これからは「稼ぐ市役所」ではな

く、「稼ぐ宮崎市」を目指していくべきだと思います。税収減によって自治体が代わりの収入を稼ぐことは短期的で持続性がないと考

えます。したがって、税収を増やす取り組み、すなわち産業振興や雇用創出などの経済政策を強化することが必要だと思います。大切

だと思うのは、民間事業者が経営環境、時代の変化をどの様に捉えて、何に挑戦し、壁になっているのは何かを聞き、共に考えていく

ことだと感じます。共に考えていくなかで、民間事業者が日々行っている「稼ぐ」ということを公共的な立場から、どのように支援す

るかを考え、実践することが稼ぐ宮崎市を作っていくことにつながると考えます。それ以外でも、どの様にしたら働きやすい環境を作

ることができるか、子どもが地元で働くことを選択してもらえるかを考えていくべきだと思います。これらの取り組みが税収対策につ

ながっていくと思います。以上の観点から「稼ぐ宮崎市」を目指していくべきだと思います。 
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資料１ 

委員名（団体名） 長友委員（公募） 

意見・要望 基本構想に関するご意見 

 ・ 人口減少の抑制は難しいと考える。 

今後の将来を見据えた人口減少に柔軟に対応するための、体制や仕組みの構築が分野ごとに設定が必要だと考えます。 

 

・ 自治体や、まちづくりへの意識が希薄になり、市政に興味が薄まりつつある時代背景がある。それには、一人一人に市政の影響が少

なく、我ごとのように感じる機会が少ないと考える。市の事業を細かく分散し、民間へ委託することにより、地元に根ざした企業や、

スタートアップ企業などの収益や実績として見込まれ、市民一人一人にきめ細かなサービスの提供が可能ではないか。それにより、税

収の増加や、市への信頼が生まれ、まちづくりに対する市民の意識が変化し、自治体への参加、まちづくり、防災など様々な良い影響

が見込まれる。 

 

・ 医療福祉の課題は、現代においても多様化しており、各医療機関や福祉施設などの各サービスにおいて質の格差及び温度差が見られ

る。これは、様々な要因が考えられるが、提案として積極的な自費サービスの導入をすることで質の安定化、各課題の低減や解決に期

待ができる。市独自に自費サービスの導入や、予算を推進することで医療福祉の人員不足、質の安定、取りこぼしのない形を実現でき

ると考える。 

 

基本計画に関するご意見 

・ SDGs と世間では言われているが、おそらくいまいち理解ができておらず、生活に取り入れている市民は少ないのではないか。SDGs

の各項目が市民一人一人に対する落とし込みとしてどのような影響があるのかを記載した方がわかりやすい。市民に対し期待でき、実

現できる具体的な内容やそれによる影響を記載することで、わかりやすく、希望が持てるのではないか。 
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資料１ 

委員名（団体名） 黒木委員（公募） 

意見・要望 基本構想に関するご意見 

 ・ 別紙４ P11～13 すべてに課題背景、方向性わかりやすいのですが、これらに対する具体例や対策などは記載しないのか。 

 

・ 別紙５ P20、１多角的視点による歳入確保の（２）の自主財源の確保はすごく良いと思います。国や住民に頼るのではなく宮崎市

を会社とみたて、自らで収入を増やすという感覚は新しいです。ふるさと納税はもちろんのこと、企業からの投資であったり、手数料

の見直し、きっとまだまだ他県他市がしていないことを取り入れていくべきだと思います。 

 

 


